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進行ガイド

②受付

③試合方法

⑦試合終了

⑨テニス
ルール

⑩その他

選手はマスクをして、指定された時刻までに受付に出席を届けてください。その際、選手・同
行者・コーチの「コロナチェックシート」を渡してください。受付時の密集を避けるようにし、もし
並ぶ場合は前後の方と１ｍ以上離れてください。受付で検温をする場合があります。

ご来場時、「手洗い（30秒以上）」か「手指の消毒」をしてください。「手洗い」の場所は・・・。

ノー・アド方式、６ゲーム先取です。試合前の練習はサービス４本（右２本・左２本）です。

④試合
進行

⑤試合前

⑥試合中

コート上のプレマッチは行わないので、お互いネットから2～3ｍ離れて、対戦相手が正しいか
を確認します。続いて同じ場所でラケットトスをして、サーブ・リターン・エンドを決めてくださ
い。

セルフジャッジで進行します。アウト・フォールトのコール、スコアのアナウンスは相手にハッキリ
聞こえるように言い、ハンドシグナルも使ってください。問題がある時は原則として自分たちで解
決しますが、時間がかかる時はRUやレフェリーを呼んでください。

①ドロー番号の早い選手が「緑のスコアカード」を使います。
②ゲームを取った選手が自分のスコアカードをめくります。

後ろの壁に当たってはね返ったボールは、足元が危険なので取り除きましょう。

相手にボールを渡す時は、手渡しを避けてください。

4ｍ以上離れてスコアを確認してから、「ありがとうございました」と挨拶します。
挨拶で試合終了になるので、スコアの確認を慎重に行いましょう。

コートから出たらすぐマスクを着用します

【本戦】審判台下のニューボールを使用し、試合後は勝者が缶に
入れて本部へ持ち帰ります。

不服や解決できない問題がある時、ロービングアンパイア・レフェリー・役員を呼びます。

テニスウェア・テニスシューズを着用のこと。

試合中のコーチングは違反です ・試合中は携帯の電源を切りましょう

ポイント間25秒、エンド交代90秒を自己管理してください

ゴミは各自持ち帰って処分してください 会場内での練習・壁打ちは禁止です

盗難があるかも知れませんので、荷物・貴重品を各自で管理してください

①来場

できるだけ自家用車でご来場ください。やむを得ず公共交通機関を利用する場合は、マス
クを着用するなどコロナ対策をしてください。

大会当日ご来場できるのは、マスクを着用した選手と同行者１名および１団体１名のコー
チだけです。フェイスシールド・マウスシールド使用時もマスクを着用してください。

事前準備⇒当日の朝に検温し、「コロナチェックシート」に体温その他を記入します。
体調に不安がある時はご来場を控えてください。

【選手ミーティング資料（大会当日の試合進行について）】
(密集・密接状態を避けて)選手ミーティングを行わない時でも、スムーズに試合進行ができるようにこの資料を良くお読みくだ
さい。また、マスク着用・十分な距離（２ｍ）の確保・大声を出さない・手洗い励行・手指の消毒などのコロナ対策は、気を付けれ
ば誰でも出来ることばかりです。ご協力をお願いいたします。

本戦や練習試合が終了した方は、会場に長居せずに速やかに退場しましょう。

勝者は本部付近の密集・密接に注意しながら、本部に使用球を持ち帰り、結果を
口頭で報告してください。役員がOP用紙に試合結果を記入します。

オーダーオブプレー（OP）で控えの選手は、指定コート付近で試合中のスコアを確認しな
がら待機します。前の試合が終了したら、コート内に入って試合を始めてください。

スコアカード

試合中はマスクを外すので、お互い近づかないように気をつけてください。

放送
使用 各コートの控えの選手呼び出します。呼ばれた選手はオーダーオブプレー（OP）

のボードを確認し、役員に伝えて自分の名前に〇印をつけてもらいます。その後、
指定コートの近くで前の試合の進行に注意します。

放送やハンドマイクを使って進行します。
放送が流れるのは試合の邪魔になりますが、、ご了承ください。

レジャーシートを持参した選手は、感染防止のためベンチに敷いてください。

試合球 【練習試合】審判台下の「練」と書いたセットボールを使用し、試合後
は勝者が缶に入れて本部へ持ち帰ります。

練習試合もノーアド方式、６ゲーム先取です。

間違い防止のため、１ゲームごとにめくってください。
スコアカードをめくった後は手指の消毒をしてください。

各コートの最終試合の選手は、コート整備にご協力ください。

⑧表彰・参加賞
入賞者を表彰します。全員に参加賞があります。


